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奈良町にぎわいの家 2月のイベントから

玉川遠州流による
茶会（煎茶）

奈良町にぎわいの家関連イベント「奈良町ファンタジー」の様子

①奈良町居住、関係者による自作エッセイを披露。 ②朗読劇｢町家よ語れ」 出演者が「町家」になって、町の様子を語る物語。

③オリジナルソング「奈良町ふぁんたじぃ」の披露。

嶋田純子さんによる歌。最後は参加者みんなで。

１０歳から７１歳の
一般参加者が熱演！

●二つのかまど企画。
お米マイスターのお話とご飯の美味しい炊き方講座

＆
当館恒例、かまど体験！寒い中にかまどの煙が。

お米マイスターのお話。

こちらいつものかまど風景。

二十四節気講座～春
春の俳句を紹介する
倉橋みどり先生。

↑当館スタッフによる
絵手紙＆墨絵遊び

（於…ならまちセンター）



外の世界へと… 庭と身体の面白さ
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ふ
く
ふ
く
と
啓
蟄
の

畑
耕
さ
れ

は
じ
め
て
土
踏
む

を
さ
な
ご
の
足

啓
蟄
の
こ
ろ
、

や
わ
ら
か
に

耕
さ
れ
た
畑
に
、

歩
け
る
よ
う
に
な
った

子
ど
も
が
初
め
て
土
を

踏
む
。
い
の
ち
の
感
触
。

町家の魅力を発信！～奈良町家シンポジウム「奈良町家の魅力と未来」を開催

日本を代表する歴史都市「奈良町」。この地で暮らし継がれ、今なお豊かな文化を感じさせて

くれる「奈良町家」の魅力とその保存・活用を考えるシンポジウムを、奈良町にぎわいの家管理
共同体の主催で平成３０年２月２２日に奈良市ならまちセンターで開催しました。
シンポジウムでは、「奈良町に住んでいる方や住みたいと思っている人には、町家のくらしを楽しん
で欲しい。」、「町家には五感を働かせながら暮らせる。」「町家には、くらしの中で培われた美意識

や価値観が反映されている。」「新しい町家ができ、新旧の町家が
混在する奈良町になったら。」「「町家は改修によってきれいに快適に
住める。」「奈良町家もブランド性を持つ言葉になって欲しい」「奈良
町家で暮らす喜びをいかに伝えるのか。それが町家を次世代につなぐ
鍵となるのでは。」など、奈良町家への思いがパネラー、コメンテーター
から寄せられました。これを機会に更に奈良町家の保存・継承に向けた
機運が高まってくれればと思います。
なお、パネラーは、渡邊有佳子（奈良町在住、アル建築
設計代表）、畠山梨絵（奈良市奈良町にぎわい課）、
飯田むつみ（奈良町家居住）。コメンテーターは、
増井正哉（京都大学大学院教授）。
コーディネーターは、藤野正文（当共同体事務局長）が
務めました。（敬称略）

当館の説明プレートができました。

入り口近くに掲示しています。建物の
プロフィールや特徴をわかりやすく説明。
これを読んで見学すれば、より楽しめますよ！
他の奈良町家にもこうした説明板がある家も。
注目しながら散策ください。
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春
の
行
事
か
ら事

務
局
長

藤
野
正
文

立
春
が
過
ぎ
て
、
梅
の
花
が
咲
き
、
桜
の

花
が
開
き
始
め
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
四
節
気
で
は
、
春
分
（
3
月
21
日
）
と

清
明
（
4
月
5
日
）
の
頃
。
時
候
の
挨
拶
で

は
、
「
お
ぼ
ろ
月
夜
の
美
し
い
頃
」
と
か

「
花
冷
え
の
頃
」
「
春
爛
漫
の
折
か
ら
」
。

ま
さ
に
「
万
物
が
若
返
り
、
清
々
し
く
明
る

く
美
し
い
季
節
」
（
清
明
）
で
す
。

春
分
の
前
後
3
日
間
を
合
わ
せ
て
七
日
間

が
「
彼
岸
」
で
、
仏
教
の
各
派
で
は
「
彼
岸

会
」
が
行
わ
れ
、
お
墓
参
り
を
す
る
方
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
「
彼
岸
」
は
西
に
あ

っ
て
仏
教
で
は
「
悟
り
の
世
界
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
ね
。

そ
う
い
え
ば
、
春
分
の
日
に
は
、
「
ぼ
た

餅
」
を
食
べ
ま
す
ね
。
「
ぼ
た
餅
」
に
使
わ

れ
て
い
る
小
豆
の
赤
い
色
は
災
難
か
ら
身
を

守
り
、
邪
気
を
は
ら
う
信
仰
と
先
祖
の
供
養

が
結
び
つ
い
て
江
戸
時
代
に
庶
民
の
間
で
始

ま
っ
た
習
慣
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
春
に

咲
く
牡
丹
に
見
立
て
て
「
ぼ
た
餅
」
。
同
じ

食
べ
物
で
も
秋
分
に
食
べ
る
の
は
、
秋
に
咲

く
萩
に
見
立
て
て
「
お
は
ぎ
」
と
い
う
と
か
。

日
本
人
が
季
節
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
話
で
す
ね
。
奈
良
町
か
ら
生

駒
山
に
沈
む
夕
日
を
眺
め
な
が
ら
、
彼
岸
を

思
い
、
気
ぜ
わ
し
い
現
在
の
世
界
を
少
し
忘

れ
て
、
春
の
日
差
し
の
縁
側
で
ゆ
っ
た
り
と

奈良町にぎわいの家
オリジナル節気マーク

３/６～２０ ３/２１～４／４

啓蟄 春分

「
ぼ
た
餅
」
を
食
べ
る
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
清
明
の
頃
は
、
江
戸
時
代
か

ら
「
目
に
は
青
葉

山
ほ
と
と
ぎ
す

初
鰹
」
、
「
初
鰹
は
女
房
子
供
を
質
に

置
い
て
で
も
食
え
」
と
い
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
初
物
に
は
他
の
食
べ
物
に

は
な
い
生
気
が
み
な
ぎ
っ
て
お
り
、
食

べ
れ
ば
新
た
な
生
命
力
を
得
ら
れ
る
よ

う
で
す
ね
。
い
ち
早
く
季
節
の
も
の
を

味
わ
う
の
が
大
き
な
喜
び
と
な
っ
て
い

る
日
本
の
食
文
化
は
、
季
節
を
感
じ
な

が
ら
、
季
節
の
味
を
い
た
だ
く
こ
と
を

大
切
に
し
、
季
節
と
共
に
生
き
、
季
節

を
愛
で
て
き
た
日
本
人
の
く
ら
し
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

さくら咲くゆふべの空の
みづいろのくらくなるまで
人をおもへり
前登志夫（歌人）

気
軽
に
抹
茶
体
験
を

県
内
の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
、
奈
良
町
巡
り
。

そ
の
始
ま
り
が
当
館
で
の
抹
茶
体
験
で
し
た
。

家
庭
科
の
授
業
で
も
教
わ
っ
た
と
の
こ
と
。

当
館
ス
タ
ッ
フ
の
お
点
前
と
お
話
で
、
皆
さ
ん
、

自
分
な
り
に
点
て
て
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
南
観
光
所
で
昼
食
、
「
か
ら
く
り

お
も
ち
ゃ
館
」
を
見
学
と
聞
き
ま
し
た
。
奈
良

町
の
施
設
を
こ
ん
な
風
に
巡
っ
て
も
ら
え
る

の
は
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。

寄付いただいた
赤膚焼の茶器で。

うまく
点てられたかな？

お菓子は
ひなあられが
好評でした。

書…

逢
香

赤
膚
焼
の
お
雛
様
が

当
館
に
！

一刀彫のお雛様？いえいえ、なんと赤膚焼！大西楽斎作。
珍しいのでと、お貸しいただきました。藤や桜の艶やかな模様が
ステキです。にぎわいの雛祭りに華やぎを有り難うございました。


